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１．はじめに 

2020 年は新型コロナウイルス感染症（COVID-19，以下，単にコロナと表す）の年であ

った。日本政府は 3 月 2 日から春休みまで，小学校，中学校，高等学校，特別支援学校に

対して，臨時休業の要請をし，新年度が始まってすぐ，4 月 7 日から 5 月 6 日まで緊急事

態宣言を発出した。兵庫教育大学では，前期授業はすべてオンラインで実施することが決

定され，授業開始は４月 20 日からとなった。その後緊急事態宣言は 5 月 31 日まで延長と

なり，前期授業は 5 月 13 日開始となった。コロナは一旦落ち着きをみせ，後期には教室

ごとに SD（Social Distance）定員が設定され，受講生の数が SD 定員以下であれば対面

の授業を行うことが可能となった。 
本稿ではコロナ下の授業を振り返り，コロナ後の授業のあり方を検討することを目的と

する。 

 

２．地理学関係の授業とその展開 

（１）地理学関係の科目 

2020 年度に筆者が担当した地理学関係の授業は表 1 に示すとおりである１）。兵庫教育大

学の学部は，2019 年度から新しいカリキュラム（以下，単に新カリキュラムと表す。また

表１ 地理学関係の授業 

2018年度まで 2019年度以降 2018年度まで 2019年度以降

（旧カリキュラム） （新カリキュラム） （修士課程） （専門職学位課程）

社会認識と地理情報（1） 社会認識のための地理情報（1） 教育地理情報研究

地理学概説（2） 地理学の教育展開

自然地理学概説（3） 自然地理学概説（2） 地理教材研究法

人文地理学概説（3） 人文地理学概説（2） 現代社会の課題とその教材化

地誌学概説（3） 地誌学概説（2）
社会系教科の授業デザインの理
論と方法（1）

自然地理学演習（3） 地理学特論演習Ⅰ（3） 社会系教科の授業研究

人文地理学演習（4） 地理学特論演習Ⅱ（4） 社会系教科教育実践研究

地誌学演習（3） 教育基盤実習

教科指導力向上実習

卒業研究（3・4） 卒業研究（3・4）

注：学部の科目名の後の（ ）内は標準履修学次を示す。

出所：兵庫教育大学履修案内（各年版）

大学院学部
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2018 年度以前を，旧カリキュラムと表す）が導入された。新カリキュラムでは，これまで

入学後すぐに行われていた教科単位のクラス制が廃止され，2 年次に取得したい免許教科
２）でグループ分けをし，3 年次に卒業研究の配属教員を決めることとなった。それに対応

するため地理学関係の科目について，関係する免許必修科目すべてを 2 年次に設定すると

ともに，一部の科目は廃止または統廃合を行った。廃止の背景には，専任教員の減少があ

る。地理学を担当する教員はかつて助手を含め 4 人体制で運営がなされていた（南埜，

2019）。2000 年以降，教員の退職後に後任の要望は出してきたが補充は一人もなされず，

2019 年度からは 1 人体制となり，科目数の縮小を検討せざるを得なかった３）。また統廃合

により，これまで実施できていなかったフィールドワークを含んだ授業の設定を行った。

それが地理学特論演習 I と II である。なお，2020 年度からは，すべての科目に大学受験

用問題集である啓隆社の『サクシード地理』をテキストとして設定し，地理の基礎的知識

の学習と定着を図るようにした。 
一方，大学院においては，2019 年度より修士課程から専門職学位課程に組織変更となり，

地理学そのものを対象とする科目の設定ができなくなった。専門職学位課程では，社会系

教科マネジメントコースが 1 つのユニットであり，科目の内容は歴史的分野，地理的分野，

公民的分野の区分がベースとなっている。たとえば，「社会系教科の授業デザインの理論と

方法（1）」は地理的内容で，地理学を専門とする教員と社会科教育を専門とする教員で担

当する。同様に（2）が歴史的内容，（3）が公民的内容として設定されている。他の科目

においてもこの 3 区分を基本に教員の配置がなされている。さらに専門職学位課程では，

「学校教育基盤実習」（4 単位）と「教科指導力向上実習」（6 単位）の実習科目が設定さ

れ，学校訪問による指導が求められるようになった４）。次に，それぞれの科目の内容と経

過を述べる。 
 
（２）地理学関係の授業内容と経過 

 本節では，学部の科目のみを取り上げて，地理学関係の授業内容ならびにコロナ下の対

応の経過を示す。 
「社会認識のための地理情報」は，旧カリキュラムの「社会認識と地理情報」でり，当

初は社会学と地理学の教員で担当していた。社会学の教員が転出し，その後任が補充され

ないため地理学の教員のみで担当してきた。新カリキュラムの移行に伴い、その実態にあ

わせた科目名に変更した。受講生は，2019 年 73 名，2020 年 70 名である。ちなみに 2018
年度は 159 名の受講生があり，年度によって受講生数の変動が大きい。1 学年定員 160 名

の兵庫教育大学においては，受講生が多い科目の一つである。この授業では，2019 年度か

ら GIS（地理情報システム）の代表的なアプリケーションである ESRI ArcGIS を提供し

ている ESRI 社の参画を得て，GIS の演習を取り入れた授業開発を共同研究として取り組

んでいる。これは，2022 年度より高等学校で「地理総合」が必修科目として導入され，そ

の内容の 3 つの柱の一つが「（1）地図や地理情報システムと現代社会」であり（文部科学

省，2018），GIS が学習の対象となるとともに，その他の 2 つの内容においても GIS が学

習の方法手段として位置づけられていることへの対応を意図している。2019 年度は，基本

は教室で講義を行い，ESRI 社との演習のみコンピュータが設置されている情報教育実習

室で実施した。2020 年度は，前述の通り前期はすべてオンライン授業となったため，Zoom
を用いた同期での授業を実施した。ESRI 社との演習では，授業者は大阪の ESRI 社内の

会議室で授業を行い，TA として筆者が兵庫教育大学でサポートをし，受講生は自宅で受

講した。授業の実際においては，LiveCampus の「授業連絡」（以下，単に「授業連絡」

と表す）で，Zoom のミーティングの URL ならびに ID とパスワードを通知し，LiveCampus
の「授業共有ファイル」（以下，単に「授業共有ファイル」と表す）に授業資料のファイル
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をアップロード，そして受講生にはそのファイルのダウンロードならびに印刷を行って授

業に参加するよう指示した。課題の提出においては，Microsoft Office 365 の Forms（以

下，単に Forms と表す）ならびに ESRI ArcGIS Survey123 を用いた。試験は，Zoom を

用いたオンライン同期で実施し，解答方法は Forms を用いた。 
「自然地理学概説」は，広島大学の熊原康博先生が中心に授業を行い，筆者は地域調査と

『サクシード地理』への対応を担当した。授業は 3 日間の集中講義である。2019 年度は

前期集中講義期間内の 9 月 9 日から 11 日に実施した。ドローンを用いた撮影の実演やそ

の撮影写真の活用などの紹介もなされた。2020 年度も当初は 3 日間の集中講義で設定し

ていた。しかし前期はすべてオンラインでの実施となったため， 8 月 3 日から 9 月 4 日ま

での間に，非同期で実施することで対応がなされた。授業に先立って「授業連絡」を用い

て，受講生全員に Google のアカウント取得と Google classroom への登録を指示した。授

業は，週 3 回 Google classroom で授業コンテンツ（ビデオ）と授業資料を配信，それぞ

れの回には課題を設定し，配信の 1 週間後を締め切りとして Google classroom に提出（ア

ップロード）させた。授業コンテンツは YouTube を用いて作成し，また授業資料は PDF
ファイルとした。学生からの質問等はメールを用いて行った。また『サクシード地理』に

ついては，Zoom を用いたオンラインの同期により，答え合わせを行った。 
 「人文地理学概説」は関西学院大学などでも非常勤講師をされている金子直樹先生が中心

に授業を行い，筆者が『サクシード地理』への対応を担当した。2019 年度は授業暦に基づ

いて，毎週，教室での講義で進められた。2020 年度はすべてオンラインの非同期で実施さ

れた。授業は授業暦に従って，毎週，Office365 の OneDrive（以下，単に OneDrive と表

す）に授業コンテンツ（音声データ），PDF 形式の授業資料を配信するとともに，「授業共

有ファイル」にも登録を行った。課題は，LiveCampus の「レポート」（以下，単に「レ

ポート」と表す）を用いて，配信の１週間後を締め切りとして，授業の感想・意見を提出

させた。それら感想や意見は，その後の授業の内容に反映させるよう心掛けた。 終講義

の後，「レポート」を用いた期末レポートを課すとともに，Zoom を用いたオンラインの同

期により，『サクシード地理』のテストを実施した。 
 「地誌学概説」は，新カリキュラムでは 2 年次に配当している。そのため 2020 年度は 2
年次生と 3 年次生が一緒に受講することとなった６）。３年次生は附属小学校で４週間の教

育実習があり，旧カリキュラムの社会系コースは前期に実施するよう組まれていた。2020
年度は，コロナの影響で，前期の教育実習は実施されず，後期で実施されることとなった。

2019 年度では授業暦にしたがって実施できていた授業が，後期に設定された教育実習への

対応が求められた。そこで，授業の前半は，オンラインの非同期で実施し，教育実習のあ

る受講生はオンデマンドで受講できるようにした。そして授業の後半は，全員の同時受講

が可能となったので，オンラインの同期で実施した。授業の連絡と授業資料については，    
「社会認識のための地理情報」と同様に LiveCampus を用いて行った。非同期の際の授業

コンテンツについては，Office 365 の Teams（以下，単に Teams と表す）の「会議」の

レコーディング機能で作成し，そのデータを Office 365 の Stream（以下，単に Stream
と表す）にアップロード，そこで付与された URL を「授業連絡」で通知し，視聴させた。

課題は，Forms を用いて，教育実習の学生以外は配信の１週間後を締め切り日に設定し，

教育実習の受講生は実習終了後に締め切り日を設定した。試験は，Zoom を用いたオンラ

インの同期で実施し，受講生の解答には Forms を用いた。 
「地誌学演習」は，2020 年度で唯一，教室での対面授業ができた科目である。後期設定

であり，受講生が SD 定員以下であったので，大人数のコンピュータ教室（情報教育実習

室５）に変更し，授業を行った。この授業は，基本，コンピュータを用いた演習であるた

め，使用するアプリケーションソフトの有無や端末の性能などに，授業の進捗は大きく左
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右される。そのため学習環境としては，共通の端末が用意されている教室で行うのが効果

的できると考える。それゆえに，本科目については大学の情報教育実習室での授業実施に

こだわった。しかし，コロナ対策に十分配慮するなど，担当者の負担は大きい。授業では，

教室での対面授業ではあるものの，紙の授業資料は配布せず，授業資料はすべて Teams
の「ファイル」内の「クラスの資料」にアップロード配信した。また教育情報実習室５で

は，1 人につき 2 台の使用が可能な状況であったことから，一台は Teams の「会議」内の

画面の共有で教材提示を行い，もう一台で課題の作業を行わせた。課題については，すべ

て Teams の「ファイル」内に課題ごとの提出フォルダを設定し提出させた。 
 「地理学特論演習Ⅰ」（旧カリキュラムは「自然地理学演習」）と「地理学特論演習Ⅱ」（旧

カリキュラムは「人文地理学演習」）の 2 科目はセットとして設定しており，学生には両

方の授業を受講するよう指示している。授業担当は，吉水裕也先生，阪上弘彬先生と筆者

の 3 人の教員によるチームティーチングである。新カリキュラムの導入は学年進行のため，

2019 年度と 2020 年度は３年次「自然地理学演習」と 4 年次「人文地理学演習」として実

施した。「地理学特論演習Ⅰ」は，地域調査の手法を身につけることを主眼とするのに対し

て，「地理学特論演習Ⅱ」では地域調査で得た知見や情報をもとに，教材開発を行うことを

主眼としている。2 つの科目の受講生を，3 から 4 人のグループに分け，グループごとに

人口，農業，観光などのテーマを設定する。そのテーマについて，教員が用意した課題を

順にこなすことを通して，調査の手順や手法を身につける。前半は，教室で課題の作業と

その成果の発表（Microsoft PowerPoint を使用）を繰り返し，後半は 2 泊 3 日の合宿でフ

ィールドワークを実施した。その調査成果を口頭発表ならびに『兵庫教育大学地理学・地

理教育研究室研究報告』の誌上で論文発表を行う。2019 年度は淡路島の南にある沼島を対

象地域として実施した。2020 年度は，すべてオンラインの授業となったことから，Teams
を活用して授業を実施した。Teams では，それぞれのグループごとに「チャネル」を設定

し，グループ単位で議論（「会議」や「投稿」を使用）や資料を共有化（「ファイル」）する

システムをあらかじめ用意した。課題はすべて「ファイル」内の「クラスの資料」にアッ

プロードし，また「投稿」によって授業の連絡を行った。学生からの質問も，「投稿」で一

元的に運用するようにした。授業での学生の発表資料や成果物は，すべて「ファイル」内

にフォルダを用意し，それぞれにアップロードするよう指示した。授業は，「会議」を用い

て， 初に教員から課題についての説明を行い，その後は発表者のほか司会者を決めて，

学生による進行を基本とした。そして教員が 後にコメントを行う形式で進めた。また教

員がオンラインホワイトボードの MIRO を使用し，受講生間で出された意見や教員のコメ

ントを整理した。その結果は画面コピーして JPEG 形式にしたものを，「ファイル」内に

アップロードし，授業の内容や課題の共有化を図った。なお， 初の教員の説明の際には，

出欠の確認を兼ねて，受講生一人ひとりに声掛けをし，健康状態を確認することも心掛け

た。2020 年度は，当初，2019 年度から継続して沼島で実施する予定であった。コロナ下

で宿泊施設の手配ができなかった。そこで，対象地域を兵庫教育大学のある加東市に変更

し，グループごとに 3 密を避ける形で，個別にフィールドワークを実施させ，口頭発表な

らびに成果物の完成につなげた。 
 「卒業研究」は，大学院生も含めゼミ生全員一緒に行う合同ゼミとそれぞれの研究テーマ

に対応した個別ゼミの 2 つのパターンで実施した。ゼミは阪上先生と筆者の 2 人の教員に

よるチームティーチングであり，筆者は地理学の立場から，阪上先生は社会科教育の立場

からコメントを行い，教科専門と教科教育の両側面ならびに両者のバランスのとれた教育

の実現を目指している。また大学院生には，現職教員もおり，教育現場の実態と整合を図

ることも行われている。合同ゼミは，前期は『地理学概論』（上野ほか，2015）の講読を

行い，後期は外国の教科書分析で，2019 年度はイギリスの中学校の教科書『Nelson Key 
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Geography』（Oxford 社）を，2020 年度は同じくイギリスの中学校の教科書『Think 
Through Geography』（Longman 社）を検討した。2019 年度は，全員，教室に集まり発

表ならびに議論を行った。2020 年度は，前述の「地理学特論演習Ⅰ」と同様に Teams を

活用して実施した。4 月上旬に，ゼミで Teams を使用することを通知するとともに，その

使用方法に関するマニュアルを配信し，使用の周知徹底を図った。前期の合同ゼミは，全

員オンラインの同期で，「会議」に参加し，指定された発表者と司会者の学生で進行がなさ

れた。また発表資料は事前に「ファイル」にアップロードさせ，発表時には画面の共有機

能で資料を表示させて説明がなされた。後期の合同ゼミは，対面授業が認められるように

なったので，教員のほか発表するグループの学生のみ大学の教室に集まり，それ以外は自

宅などで参加するハイフレックス型の授業を実施した。個別ゼミについては，前期はすべ

てオンラインの同期で，後期は合同ゼミと同様にハイフレックス型で実施し，自主参加の

他の学生からも質問を受け付けるようにした。またオンラインホワイトボードの MIRO を

用いて，ゼミ中の意見などを整理し，授業後はそのデータを JPEG 形式で保存・アップロ

ードし，学習の共有化を図った。 
 

３．コロナへの対応とその評価 

（１）オンライン授業の環境 

兵庫教育大学におけるオンライン環境としては，現在の教育支援システムである

LiveCampus が 2017 年度に更新されている。LiveCampus を通じて，授業の連絡や課題

の指示・提出などの環境は整っていた。しかし，LiveCampus にはオンライン同期での配

信機能はなく，アップロードできる容量など極めて制約が多い。そのために，教員が課題

を配信し，その課題を「アンケート」や「レポート」を用いて学生に提出させ，あわせて

適時メールのやりとりやコメントの配信などで双方向性を確保するといった限定的なオン

ラインの授業しかできない。 
Microsoft Office 365 は，2019 年度から大学の共有アプリケーションとして導入されて

いる。その中には，これまでも述べてきた Teams なども組み込まれていた。しかし，対面

授業が通常通り実施されていた 2019 年度には，ほとんど関心がなく，使用もしなかった

のが実際である。コロナの影響で，2020 年度では，Teams の有用性が認識され，その利

用は一気に進んだ。特に「会議」により，同期の授業が容易にできることや，「チャット」

など音声以外のコミュニケーションツールが用意されている。Teams の「会議」はレコー

ディング機能があり，非同期用のビデオの作成ができ，そのビデオファイルは Stream に

アップロードして配信することができる。また大容量のデータ（１TB）を保存・配信でき

る One Drive も含まれている。 
Zoom は大学から 2020 年 4 月に各コース 2 本の有料アカウントが配布された。社会系

教科マネジメントコースでは，まずコース内の教員に Zoom 使用の希望を募り，それを時

間割表上で整理した。社会系教科の授業は，高等学校の免許（地歴科，公民科）の取得に

必要な科目の関係で開設科目数が多い。1つのコマに 3つの科目が重なるケースもあった。

また授業が延長する場合やレコーディング機能を使用した場合７）にはアカウント権限が終

了できず，次の授業で利用できないケースが出てきた。そこで，各アカウントの割り振り

においては，後の 1 コマを基本的には開けることとした。調整がつかない場合は，大学共

通のアカウントの使用を申請し対応した。 
Zoom の 大の利点は，利用者の事前登録をしなくてもよい点である。「ミーティング」

を設定し，設定された URL またはミーティング ID とパスコードを受講生に連絡すればよ

いだけである。その意味で，大人数の授業においては Zoom の利便性が高いと考える。し

かし Zoom は，「ミーティング」時に「チャット」を用いて授業資料の配信はできるものの，
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事前に配信する機能はない。課題の提出も含め，LiveCampus との併用が必須となる。 
Teams は教員個人にアカウントが設定されているため，教員間の調整は不要である。「チ

ーム」のメンバー登録に手間がかかるものの，「会議」を用いて同期のオンライン授業の実

施，「ファイル」による授業資料の配信や課題の提出管理も一元的に運用ができる。 
Google classroom も個人アカウントを取得できるので，各教員は自由に運用することが

できる。ただし Google classroom の利用においては，前述の通り受講生に Google のアカ

ウントの取得と Google classroom の登録が必要であり，担当者にとって授業を開始する前

の連絡や登録確認などで多大な負担がかかる。 
 
（２）授業資料 

授業資料について，「社会認識のための地理情報」のように受講生が多い科目では，その

準備と配布にいくつかの問題があった。筆者の場合，すべて自作資料を毎年更新して作成

しており,その印刷に時間がかかるとともに，教室までそれら印刷物を持ち込むなどの手間

がかかっていた。また配布にあたっては教室の 前列に置いて，受講生は入室後，資料を

各自でとってから着席するよう指示していた。全員の着席までにかなりの時間を要してい

たのが実情である。 
オンライン授業の実施により，それら授業資料の印刷と配布は不要となった。Teams の

場合は「チーム」の「ファイル」内の「クラスの資料」にアップロードし，Zoom の場合

は LiveCampus の「授業連絡」で授業資料のファイルを添付するとともに「授業共有ファ

イル」にもアップロードする。受講生には各自でダウンロードし印刷するよう指示した。

また「チャット」を通じて，配信することも可能である。 
授業資料はこれまで B4 横置きで作成していた。本学の図書館は A3 まで出力できるプ

リンタの利用が提供されている。コロナ下で，兵庫教育大学では，学生等の大学への入構

禁止措置がとられ，図書館も 4 月 9 日から 6 月 9 日まで臨時休館となり，学生は利用でき

ない状況となった。入校禁止措置の解除後も前期はオンライン授業のみであったため，大

学に来て図書館を利用する学生は限定的であった。 
学生への聞きとりでは，プリンタを所有していない学生が多い。プリンタを所有してい

ない学生の中にはコンビニエンスストアのプリントサービスを利用する学生もおり，個人

的負担が大きくなっている事例もみられた。また所有している場合でも B4 サイズに対応

できるプリンタを所有していることは少なかった。そこで授業資料の用紙サイズをすべて

A4 サイズに変更を行なった。またファイルの形式はすべて PDF 形式で提供した。 
教室での資料提示は，プロジェクタやモニタを用いて表示することが一般的に行われて

いる。大画面であっても，教室の後ろの方の座席からはよく見えないケースもあった。オ

ンラインでは，Zoom や Teams の「会議」で，画面の共有の機能を使って配信することで，

学生は手元の端末でより鮮明な形で資料を見ることができるようになった。また端末によ

っては，拡大の機能を有しており，必要な部分をしっかり確認することが可能となった。 
 
（３）オンライン（同期） 

 オンラインの同期の授業における受講生とのコミュニケーションは音声（口頭）とチャ

ットなどの文字データのやりとりとなる。そこで授業の開始時点に，それらコミュニケー

ションが正常にできているかどうかの確認が必要である。筆者の場合，授業の 初に「画

面の共有」でチャット画面を開くことを指示したスライドを表示し，チャットには「手を

挙げる」をクリックするよう指示した。そして全員が入室した頃合いをみて，音声で手を

下ろすよう指示する。それら一連の指示に対応できているかどうかを通して，配信状況を

確認するとともに，うまくつながっていない受講生については，音声で繰り返し確認する
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とともに，受講場所で声を出せない学生についてはチャットで回答するように指示を出し

た。オンライン授業が始まった初期の時点では，いつまでも「手を挙げる」状態になって

いる受講生やチャットでも回答のない受講生がいた。その多くは，操作に不慣れであった

ことが原因であり，回を重ねるに従って，不具合のある学生はほとんどなくなった。 
オンラインの同期では一方的ではなく受講生に質問を多くすることで，教室での対面授

業と同様に，双方向の対話的な授業を実現するよう心がけた。また Zoom や Teams の「会

議」の「手を挙げる」機能や Zoom の「投票」ならびに Forms を用いることで，全体の意

見聴取を行うなどの工夫をした。Zoom の「ブレイクアウト」機能を用いて，グループに

分かれた意見交換などもできる。「地誌学概説」で実際にブレイクアウト機能を用いた。そ

の際の受講生の感想で支障を感じた学生は 58 人中 11 名であった。その内容は，Zoom の

操作に関わるものが２名で，そのほかはコミュニケーションに関わるものであった。 も

多かったのが，「子午線ホールで受講していて，話すことができない」（４名），「同じ部屋

で受けている人の声とかぶってしまう」（１名），「他学年の人と，突然，グループになって，

話しづらかった」（１名）などである。このような教室での対面授業であれば，問題となり

にくい課題も見いだされた。また「地理学特論演習Ⅰ」では，Teams で予め「チャネル」

でグループ設定して，授業中にはそれぞれのグループ（チャネル）ごとで「会議」により

意見交換する作業を頻繁に実施した。「チャネル」を設定することで，「投稿」で文字によ

る意見交換や「ファイル」を用いて情報の共有化など，オンライン上でのグループ学習を

展開することができた。なお，この科目でも受講生は複数学年で構成されている。グルー

プ分けにあたっては，教員側で，学生の特質を判断した上でグループを編成したので，「地

誌学概説」の際のような問題は発生しなかった。異なる学年で編成することで，学び合い

がうまく機能していた。 
 
（４）オンライン（非同期） 

オンラインの非同期の授業は，予め授業コンテンツを作成し，それをアップロードし受

講生は都合のよい時間に視聴するという形である。授業コンテンツ（ビデオ）は，YouTube
や Zoom，Teams の「会議」のレコーディング機能を使用して作成することができる。「地

誌学概説」で述べたように，筆者はそのファイルを Stream にアップロードし，そこで付

与された URL を受講生に伝えて視聴させた。兵庫教育大学では学期期間中に教育実習が

設定されており，教育実習の期間はその学年の科目はすべて休講の措置がとられる。標準

履修学年以外の受講生にとって，その期間の調整が難しいカリキュラム設計となっている。

また新カリキュラムでは教科のコース別配置ではなくなったため，3 年次は前期と後期と

もに実習の有無にかかわらず 4 週間分の授業を中断しなければならないカリキュラムとな

った８）。 
オンラインの非同期の授業を設定することで，教育実習の受講生には多少の負担が伴う

が，授業スケジュールの調整手段としては有効である。非同期の授業では毎回課題を出し，

教育実習対象外の受講生は，基本，公開週(本来の時間割)に提出日を設定し，実習対象の

受講生については実習が明けてから数週間後に提出日を設定するなどして，学生の負担を

少なくするよう配慮した。またオンラインの非同期の授業では，出した課題への受講生か

らの回答などを積極的に講義内容に取り入れて双方向性の確保に努めた。 
 
（５）課題と試験 

2020 年度の課題の提示ならびに提出は，LiveCampus の「授業連絡」と「レポート」，

Teams の「ファイル」ならびに Forms を活用した。Teams の「ファイル」内には課題ご

とにフォルダを設定した。それぞれのフォルダにファイルをアップロードさせることで，

－ 62 －



課題提出の有無が確認される。またアップロードの時間も記録されることから，締め切り

内の提出かどうかの確認も容易に行える。またアップロードされたファイルは，教員だけ

でなく，学生も閲覧できるため，課題の内容について学生間の学び合いのツールとしても

利用されている。 
Forms でも，提出の有無ならびに時間が記録されることから，締め切り内の提出かどう

かの確認が容易に行える。データは Excel 形式で出力されるため，並び替え機能を用いる

ことで答え合わせなども容易である。またクイズ形式で作成した場合は，採点も自動化で

きる。さらに学生の回答・解答を編集し，授業資料として活用することも容易にできるな

ど，従来の紙資料の場合と比べて，デジタル化の利点は多い。 
オンラインでの試験では，受講生の受験状況が確認できないので，試験期間中に持ち込

みできないものの有無や受講生同士の相談などを確認することはできない。その意味で，

試験の出題方法や内容を工夫する必要がある。試験期間中の質問においては，チャットを

利用することで，個別の対応をすることができた。 
 
（６）学習場所と使用端末 

オンラインの授業において，受講生がどこで受講し，またどのような端末で受講してい

るかの実態について，2021 年 1 月 25 日と２月１日の「地誌学概説」で実施したアンケー

ト調査をもとに検討する。なお日本政府は，兵庫県に緊急事態宣言を発出し，アンケート

の実施日はその措置期間中である。 
授業形態はオンラインの同期である。2020 年度の「地誌学概説」の受講人数は 60 人で

あり，４年次生１名，３年次生 29 人，２年次生 30 人であった。まず受講場所の結果を示

したのが図 1 である。自宅（学生寄宿舎・下宿を含む）で受講している受講生が も多く，

85.2％であった。大学内で受講した受講生は全体の 9.8％である。大学内では，図書館と

大学が指定した教室の共通講義棟 214 室が２名，子午線ホールとそのほかの学内の場所が

それぞれ１名であった。 
次に，受講生が利用している端末についての結果が図２である。端末の単独使用は全体

の 77.0％であり，複数の端末を使用している受講生は 23.0％であった。４分の３以上の受

講生は一つの端末を使用して受講している。その大部分はスマートフォンであり，複数端

末の使用を含めると，スマートフォンは 82.0％の受講生が使用している。この結果から，

スマートフォンが，オンライン授業での基本ツールとして位置づけられる。操作性や閲覧

自宅（学生寄宿舎・

下宿を含む）
自宅・大学以外の場

所
大学内（214教室）

大学内（子午線ホー

ル）
大学内（図書館）

大学内（上記以外の

教室や食堂など）

コンピュータ

（PC）

スマートフォン

コンピュータ

（PC）＋スマート

フォン

タブレット（iPad

など）＋スマート

フォン

コンピュータ

（PC）＋タブレッ

ト（iPadなど）＋

スマートフォン

図１ 受講場所の実態 

出所：2021 年 1 月 25 日・2 月 1 日実施アンケー

ト調査より作成。 

図２ 使用端末の実態 

出所：2021 年 1 月 25 日・2 月 1 日実施アンケー

ト調査より作成。 
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性の点で，優位と考えられるコンピュータの利用は 39.3％であった。iPad などのタブレッ

トの使用は 6.6％に留まった。複数端末の使用で も多い組み合わせは，コンピュータ（PC）

＋スマートフォンである。 
 

４．おわりに 

兵庫教育大学では，2021 年度の授業について，ハイブリット型授業を推奨し，オンライ

ンと対面の授業を併用する方針をすでに打ち出している。本研究の考察の結果をもとに，

今後の授業のあり方にかかわる課題を示して，まとめとする。まずオンラインの授業を実

施するためのアプリケーションソフトとしては，LiveCampus，Zoom，Teams，Google 
classroom などがある。2020 年度の経験からいえば，それぞれに長短があり，受講生の数

や授業の形態や内容により，選択または組み合わせを検討するしかないと考える。現時点

では，受講生の登録や「チーム」や「チャネル」の設定の手間がかかるものの，授業の連

絡，授業資料の配信，課題の提出とその管理などを一元的な運用が出来る点で Teams がよ

いと考える。また Zoom は，大人数への対応やミーティングの設定が容易といった利点が

ある。コロナ後，大学の方針としてオンラインを取り入れた授業を展開するということで

あれば，基本インフラとして，Microsoft Office 365 と Zoom の有料アカウントの手当は

必須であると考える。 
授業資料については，オンライン化により教員の準備負担等の省力化が実現できる。そ

の一方で資料の印刷が受講生の負担となることから，図書館のプリンタの増設や 1 日に提

供しているコピー用紙の制限枚数を増やすなどの対応が望まれる。2020 年度に教室で対面

授業を行った「地誌学演習」において，教員からは授業資料を印刷して参加するよう促し

た。しかし，ほとんどの受講生はスマートフォンで，授業資料の閲覧を行っていた。閲覧

性や共同作業という点では，紙の方が優れているので，今後は授業資料内に書き込み箇所

を増やすなど印刷の動機づけとなる工夫も必要であると考える。 
オンラインの同期の授業でのホワイトボードについて，2020 年度は MIRO を試してみ

た。Zoom でもホワイトボード機能は用意されているが，操作性は MIRO の方が現時点で

は優れていると判断される。個人の無料版は機能が限定的である。MIRO は教育機関単位

で無料のアカデミック版を提供しており，兵庫教育大学でも試験的に導入することを希望

する。すでに海外の多くの大学での導入実績もある。また前述の Zoom のホワイトボード

機能のほか，Microsoft Whiteboard や Google Jamboard などの無料版がある。日進月歩

の分野なので，さらに授業で用いて，検討する必要がある。 
オンラインの非同期においては，授業コンテンツの作成がポイントであると考える。兵

庫教育大学では，現時点で Microsoft Office 365 を大学として導入しているので，授業資

料は Word ファイルや Powerpoint のファイルでも授業資料としては問題ない。汎用性と

いう点では， PDF 化して配布するのが良いと考える。授業コンテンツとしてのビデオの

作成にあたっては，教員所有の ICT 機器に依存しているのが実際であり，教員によりその

整備状況には差がある。また収録は個人研究室で行うこととなり，収録中に電話が鳴った

り，来客があったりして，撮り直しをせざる得ないことがあった。当初は，マイクイヤフ

ォンを使用していた。その後，マイクスピーカーを導入することで，音質や収録作業の点

で大きく改善された。ビデオコンテンツの作成においては，機材や環境に大きく左右され

ることから，Microsoft Office 365 や Zoom などのソフト面とともに，ハード面において

も，ビデオ収録のための機器を揃え，映像の編集なども行えるスタジオなど，兵庫教育大

学にふさわしい全学共同利用施設の整備が望まれる。 
課題の提示ならびに提出に関しては，オンライン化を進めることで，教員の業務効率が

飛躍的に高まった。また提出物の管理やその活用の点でも利点は多い。2020 年度には，オ
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ンラインでの試験を「社会認識のための地理情報」と「地誌学概説」で実施した。いずれ

も筆記試験であり，前述の通り，試験時間中の持ち込みや受講生間での相談などは，確認

できない。2021 年度では，試験のみ対面とすることや試験時間中はビデオをオンにさせて

実施するなどの工夫が求められる。 

オンラインの同期での授業の受講場所は，当初，大学内では図書館や子午線ホールで受

講するよう指示が出された。図書館内では話はできないが，子午線ホールでは話してもよ

いという設定であった。しかし，実際は，周りで他の授業を受けている学生もおり，話せ

ないということで，チャットで回答する受講生が多く見受けられた。こちらからは，話し

てもよいと指示したのであるが，やはり遠慮があるようであった。その後，教務に申請し，

「地誌学概説」の教室（共通講義棟 214 室）が割り振られることで，問題の一部は解消さ

れた。今後は，オンラインの授業であっても，SD 定員に配慮して教室を事前に配置するこ

とが求められる。 

使用端末については，アンケート結果で示したように，現時点では，スマートフォンの

使用割合が高い。スマートフォンでは画面の拡大が容易にできるものの，画面サイズが小

さいため一覧性が低いという難点が指摘される。授業資料の閲覧という点ではタブレット

程度の画面サイズは必要であると考える。スマートフォンでの授業資料や画面の共有でし

めされた画像を閲覧するには，かなり困難を伴う。兵庫教育大学では，2020 年度の学部入

学生からは，タブレット端末の購入を義務化させており，学年進行で使用端末はスマート

フォンからタブレット端末中心に移行することで，これらの問題は解消されると考える。 
2020 年度は，オンライン授業元年として位置づけられる。筆者は，非常勤講師の先生方

とも連携し意見交換しながら，他大学での取り組みなども参考にして試行錯誤を繰り返し

てきた。2021 年度はコロナがおさまったとしても，コロナ後に従来のような対面だけの授

業には戻らない。前述のように，兵庫教育大学の方針として，すでにハイブリッド型授業

やハイフレックス型授業への対応が指示されている。授業コンテンツの作成のところでも

述べたように，新しい授業スタイルに対応できるために，また教育の質や学習効果をより

高めるために，オンライン授業に関わる調査研究や研修はもちろんのこと，機器や施設の

整備が求められる。 
 

 

注 

１）学部については，表 1 の科目以外に，教育関係の「初等社会Ⅱ」と「初等社会科授業研究」，「教

職実践演習」（以上，旧カリキュラム），「初等社会」と「教職実践演習」（以上，新カリキュラム）

がある。これらの科目においても，大学院の専門職課程と同様に，地理的分野，歴史的分野，公

民的分野の 3 区分をベースとして教員配置がなされている。 

２）新カリキュラムでは，幼年教育系以外の学生については，中学校教諭２種免許状以上（中学校教

諭２種または中学校教諭１種ならびに高等学校教諭１種）を取得することが卒業要件となった。 

３）新任教員の要望とともに，人員が整えば地理関係の科目を充実させ，「GIS 学術士」と「GIS 専

門学術士」の科目認定校への申請を提案している。 

４）学校訪問について，2019 年度入学の学生を例にみると，「学校教育基盤実習」3 回，「教科指導力

向上実習」４回を実施した。なお複数のゼミ生を指導する場合は，その人数とともに学校訪問の

回数が増える。 

５）「地理総合」については，碓井（2018）ならびに井田（2021）を参照のこと。 

６）「自然地理学概説」と「人文地理学概説」も同様である。 

７） Zoom の場合，90 分の授業終了後のレコーディング処理に十数分の時間を要する場合があった。 

８） 旧カリキュラムでは，教科コースごとに教育実習のグループが設定されていた。社会系コース
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の場合は，前期に教育実習が設定されており，社会系関係の科目は後期を中心に授業を設定する

などの調整ができた。 
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